別記様式第２号（第８条、第９条、第１３条関係）
（建築物）
整備項目表
         施設名称
	  施設所在地

	      

	１  重点項目

	整備項目
	整備基準
	適否

	４
	便所
	※次に掲げる施設以外の施設
１学校、２興行施設、３官公庁施設以外の事務所、４共同住宅等、５遊技場、
６工場、７自動車車庫
	

	
	
	(1)  ２，０００㎡以上の施設に多目的便所を設けているか（１以上）
	

	
	
	(a)  乳幼児椅子等を設けた便房を設けているか（１以上）
	

	
	
	(b)  おむつ替えができる設備を設けているか（１以上）
	

	
	
	(c)  (a)(b)の設備を設けた場合はその旨の表示をしているか
	

	
	
	(d)  視覚障害者用表示と視覚障害者が介助者と利用できるスペースがあるか
	

	
	
	(e)  オストメイトの利用に配慮した設備を設けているか
	

	７
	移動等円滑化経路
	(1)  利用居室から道等までの経路は移動等円滑化経路になっているか
	

	
	
	(2)  ２，０００㎡未満の昇降機のない２層の建物で上下階をつなぐ階段を移動等円滑化経路とみなす場合、人的補助等の手段が講じられているか
	

	
	
	(3)  車いす用非常口から利用居室及び道等に至る経路は、移動等円滑化経路と　なっているか
	

	
	
	(4)   (3)の経路上の防火戸等は出入口の基準を満足しているか
	

	１６
	客室
	(1)  車いすが円滑に利用できる客室を確保しているか（1以上）
	

	１７
	浴室等
	(1)  表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	
	(2)  出入口から浴槽等に至るまで段差がないか
	

	
	
	(3)  障害者等が円滑に操作できる水洗器具及び通報装置があるか
	

	１８
	客席等
	※固定式の客席等を有する施設（興行、集会、運動、文化）
	

	
	
	(1)  車いす使用者のための客席等を設けているか（1以上）
	

	
	
	(2)  可動式の客席を設けているか
	

	
	
	(3)  集団補聴設備その他の障害者等に配慮した設備を設けているか
	

	１９ 
	車いす使用者用
非常口
	(1)  幅８０ｃｍ以上（２，０００㎡以上は９０ｃｍ以上）か
	

	
	
	(2)  車いす使用者が容易に開けられ、前後に段差がないか
	

	２０
	避難誘導設備
	(1)  非常口、廊下、階段等に非常時点滅灯又は非常時電光表示板及び音声誘導装置を設けているか
	

	
	
	(2)  一斉放送設備を設けているか
	

	
	
	(3)  車いす使用者用非常口の表示を設けているか
	

	
	
	(4)  車いす使用者用非常口に至る車いす使用者の通過に支障のない通路の表示を設けているか
	

	２１
	案内板
	(1)  大きく分かりやすい表示になっているか
	

	
	
	(2)  外国語、点字などを併記しているか
	

	
	
	(3)  高さや照明に配慮しているか
	

	２２
	乳幼児用設備
	※２，０００㎡以上の医療、集会、展示、物品販売、文化、官公庁施設
	

	
	
	(1)  円滑に授乳及びおむつ替えができる設備があるか（１以上）　
	

	
	
	(2)  受付等の近傍に乳幼児椅子および乳幼児ベッドを設けているか
	


	２  一般項目（バリアフリー法建築物移動等円滑化基準準用項目）

	○一般基準

	整備項目
	整備基準
	適否

	１
	廊下等
	(1)  表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	
	(2)  点状ブロック等の敷設（階段又は傾斜路の上端に近接する部分）※１
	

	２
	階段
	(1)  手すりを設けているか（踊場を除く）
	

	
	
	(2)  表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	
	(3)  段は識別しやすいものか
	

	
	
	(4)  段はつまずきにくいものか
	

	
	
	(5)  点状ブロック等の敷設（段部分の上端に近接する踊場の部分）　※２
	

	
	
	(6)  原則として主な階段を回り階段としていないか
	

	３
	傾斜路
	(1)  手すりを設けているか（１／１２以下で高さ１６ｃｍ以下の傾斜部分は免除）
	

	
	
	(2)  表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	
	(3)  前後の廊下等と識別しやすいものか
	

	
	
	(4)  点状ブロック等の敷設（傾斜部分の上端に近接する踊場の部分）※３
	

	４
	便所
	(1)  車いす使用者用便房を設けているか（１以上）
	

	
	
	(a)  腰掛便座、手すり等が適切に配置されているか
	

	
	
	(b)  車いすで利用しやすいよう十分な空間が確保されているか
	

	
	
	(c)  標識を掲示しているか
	

	
	
	(2)  床置式の小便器等を設けているか（１以上）
	

	５
	敷地内の通路
	(1)  表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	
	(2)  段がある部分
	

	
	
	(a)  手すりを設けているか
	

	
	
	(b)  識別しやすいものか
	

	
	
	(c)  つまずきにくいものか
	

	
	
	(3)  傾斜路
	

	
	
	(a)  手すりを設けているか（１／１２以下で高さ１６ｃｍ以下又は１／２０以下の傾斜部分は免除）
	

	
	
	(b)  前後の通路と識別しやすいものか
	

	備考
１  ※１は、以下の場合を除く。
　・が１／２０以下の傾斜部分の上端に近接する場合
  ・高さ１６ｃｍ以下で勾配１／１２以下の傾斜部分の上端に近接する場合
  ・自動車車庫に設ける場合
２  ※２は、以下の場合を除く。
　・自動車車庫に設ける場合
　・段部分と連続して手すりを設ける場合
３  ※３は、以下の場合を除く。
  ・が１／２０以下の傾斜部分の上端に近接する場合
  ・高さ１６ｃｍ以下で勾配１／１２以下の傾斜部分の上端に近接する場合
  ・自動車車庫に設ける場合
  ・傾斜部分と連続して手すりを設ける場合


	○移動等円滑化経路 

	整備項目
	整備基準
	適否

	８  
	段差
	(1)  階段・段が設けられていないか（傾斜路又は昇降機を併設する場合は免除）
	

	９  
	出入口
	(1)  幅は８０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(2)  戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
	

	１０
	廊下等
	(1)  幅は１２０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(2)  区間５０ｍ以内ごとに車いすが転回可能な場所があるか
	

	
	
	(3)  戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
	

	１１
	傾斜路
	(1)  幅は１２０ｃｍ以上（階段に併設する場合は９０ｃｍ以上）であるか
	

	
	
	(2)  は１／１２以下（高さ１６ｃｍ以下の場合は１／８以下）であるか　
	

	
	
	(3)  高さ７５ｃｍ以内ごとに踏幅１５０ｃｍ以上の踊場を設けているか
	

	１２

	昇降機
	(1)  かごは必要階（利用居室又は車いす使用者用便房・駐車施設のある階、地上階）に停止するか
	

	
	
	(2)  かご及び昇降路の出入口の幅は８０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(3)  かごの奥行きは１３５ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(4)  乗降ロビーは水平で、１５０ｃｍ角以上であるか
	

	
	
	(5)  かご内及び乗降ロビーに車いす使用者が利用しやすい制御装置を設けているか
	

	
	
	(6)  かご内に停止予定階・現在位置を表示する装置を設けているか
	

	
	
	(7)  乗降ロビーに到着するかごの昇降方向を表示する装置を設けているか
	

	
	
	(8)  不特定多数の者が利用する２，０００㎡以上の建築物に設けるものの場合
	

	
	
	(a)  上記(1)から(7)を満たしているか
	

	
	
	(b)  かごの床面積は１．８３㎡以上であるか
	

	
	
	(c)  かごは車いすが転回できる形状か
	

	
	
	(9)  不特定多数の者又は主に視覚障害者が利用するものの場合　※１
	

	
	
	(a)  上記(1)から(8)を満たしているか
	

	
	
	(b)  かご内に到着階・戸の閉鎖を知らせる音声装置を設けているか
	

	
	
	(c)  かご内及び乗降ロビーに視覚障害者が利用しやすい制御装置を設けているか
	

	
	
	(d)  かご内又は乗降ロビーに到着するかごの昇降方向を知らせる音声装置を設けているか
	


	１３  
	特殊な構造又は使用形態の昇降機
	(1)  エレベーターの場合
	

	
	
	(a)  段差解消機（平成１２年建設省告示第１４１３号第１第７号のもの）であるか
	

	
	
	(b)  かごの床面積は０．８４㎡以上であるか
	

	
	
	(c)  かごの床面積は十分であるか（車いす使用者がかご内で方向を変更する必要がある場合）
	

	
	
	(2)  エスカレーターの場合
	

	
	
	(a)  車いす使用者用エスカレーター（平成１２年建設省告示第１４１７号第１ただし書のもの）であるか
	

	１４

	敷地内の通路
	(1)  幅は１２０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(2)  区間５０ｍ以内ごとに車いすが転回可能な場所があるか
	

	
	
	(3)  戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
	

	
	
	(4)  傾斜路
	

	
	
	(a)  幅は１２０ｃｍ以上（段に併設する場合は９０ｃｍ以上）であるか
	

	
	
	(b)  は１／１２以下（高さ１６ｃｍ以下の場合は１／８以下）であるか　
	

	
	
	(c)  高さ７５ｃｍ以内ごとに踏幅１５０ｃｍ以上の踊場を設けているか（１／２０以下の場合は免除）
	

	
	
	(5)  上記(1) から(4) は地形の特殊性がある場合は車寄せから建物出入口までに限る
	

	備考  ※１は、以下の場合を除く。
         ・自動車車庫に設ける場合

	○視覚障害者移動等円滑化経路　

	整備項目
	整備基準
	適否

	１５  
	案内設備までの経路
	(1)  線状ブロック等・点状ブロック等の敷設又は音声誘導装置の設置（風除室で直進する場合は免除）
	

	
	
	(2)  車路に接する部分に点状ブロック等を敷設しているか
	

	
	
	(3)  段・傾斜がある部分の上端に近接する部分に点状ブロック等を敷設しているか※１
	

	備考  ※１は、以下の部分を除く。
        ・が１／２０以下の傾斜部分の上端に近接する場合
        ・高さ１６ｃｍ以下で１／１２以下の傾斜部分の上端に近接する場合
        ・段部分又は傾斜部分と連続して手すりを設ける踊場等


	

	３  一般項目（バリアフリー法建築物移動等円滑化誘導基準準用項目）

	整備項目
	整備基準
	適否

	１  
	廊下等
	(1)  突出物を設ける場合は視覚障害者の通行の安全上支障とならないよう措置されているか
	

	６  
	駐車場
	(1)  車いす使用者用駐車施設を設けているか　（２００台以下２％以上、それを超えるとき１％＋２）
	

	
	
	(a)  幅は３５０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(b)  表示をしているか
	

	
	
	(c)  利用居室等までの経路が短い位置に設けられているか
	

	１６
	客室
	(1)  車いす使用者用客室を設けているか（１以上 ※１）
	

	
	
	(a)  出入口
	

	
	
	・  幅は８０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	・  戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
	

	
	
	(b)  便所　（同じ階に共用便所がある場合は免除）
	

	
	
	・  車いす使用者用便房を設けているか
	

	
	
	・  出入口の幅は８０ｃｍ以上であるか　（当該便房を設ける便所も同様）
	

	
	
	・  出入口の戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか　（当該便房を設ける便所も同様）
	

	
	
	(c)  浴室等　（共用の浴室等がある場合は免除）
	

	
	
	・  車いす使用者用浴室等を設けているか
	

	１７
	浴室等
	(1)  車いす使用者用浴室等を設けているか　（１以上）
	

	
	
	(a)  浴槽、シャワー、手すり等が適切に配置されているか
	

	
	
	(b)  車いすで利用しやすいよう十分な空間が確保されているか
	

	
	
	(c)  出入口
	

	
	
	・ 幅は８０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	・ 戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
	

	備考
１  ※１は、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の適用を受ける場合は、２００室以下２％以上、
２００室を超える場合は１％＋２室以上の客室
２ 「適否」の欄には、次により記載してください。
  ・整備基準に適合している場合→○
  ・整備基準に適合していない場合→×
  ・整備基準が該当しない場合→－


	


（公共交通機関の施設）

整備項目表

         施設名称                                                                                 

	


         施設所在地
	

	整備項目
	整備基準
	適否

	１　移動等円滑化された経路
	(1)  公共用通路と車両等の乗降口との間の経路について、障害者等が円滑に通行できる経路（移動等円滑化された経路）が、乗降場ごとに１以上あるか
	

	
	(2)　床面に高低差がある場合は、傾斜路又はエレベーター（構造上困難な場合はエスカレーター等）があるか
	

	２　視覚障害者誘導用ブ
ロック等
	(1)　公共用通路と車両等の乗降口との間の経路を構成する通路等に視覚障害者誘導用ブロック又は音声等誘導設備を設けているか（視覚障害者の誘導を行う者による設備間の誘導が適切に実施される場合は、この限りでない）
	

	
	(2) 　(1)の通路等と昇降機の操作盤、点字案内板等の設備、便所、乗車券等販売所との間に視覚障害者誘導用ブロックを敷設しているか（視覚障害者の誘導を行う者による設備間の誘導が適切に実施される場合は、この限りでない）
	

	
	(3)　階段、傾斜路及びエスカレーターの上端下端に近接する通路等に点状ブロック等を敷設しているか
	

	３　出入口（移動等円滑化された経路と公共用通路の出入口）
	(1)　有効幅は９０cm以上（構造上やむを得ない場合は８０cm以上）であるか
	

	
	(2)　戸を設けている場合
	

	
	(a)　有効幅は９０cm以上（構造上やむを得ない場合は８０cm以上）であるか
	

	
	(b)　自動ドア又は車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	(3)　車いす使用者の通過に支障となる段がないか（構造上やむを得ない場合で傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	４　通路
	(1)　床の表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	(2)　段を設けている場合
	

	
	　(a)　色の明度差等により段を識別しやすいものであるか
	

	
	　(b)　つまずきにくいものであるか
	

	
	(3)　移動等円滑化された経路を構成する通路の有効幅は１４０cm以上（構造上やむを得ない場合は５０m以内ごとに車いすが転回できる場所を設けた上で１２０cm以上）であるか
	

	
	(4)　移動等円滑化された経路に戸を設けている場合
	

	
	　(a)　有効幅は９０cm以上（構造上やむを得ない場合は８０cm以上）であるか
	

	
	　(b)　自動ドア又は車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	(5)　移動等円滑化された経路を構成する通路には車いす使用者の通過に支障となる段がないか（構造上やむを得ない場合で傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	５　傾斜路
	(1)　手すりを両側に設けているか（構造上やむを得ない場合は、この限りでない）
	

	
	(2)　床の表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	(3)　両側に立ち上がり部を設けているか（側面が壁面の場合は、この限りでない）
	

	
	(4)　移動等円滑化された経路を構成する傾斜路を設けている場合
	

	
	　(a)　有効幅は１２０cm以上（段に併設する場合は９０cm以上）であるか
	

	
	　(b)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),勾)配は１２分の１以下（傾斜路の高さが１６cm以下の場合は８分の１以下）であるか
	

	
	　(c)　高さが７５cmを超える場合は高さ７５cm以内ごとに踏幅１５０cm以上の踊場を設けているか
	

	
	
	

	６　階段
	(1)　手すりを両側に設けているか（構造上やむを得ない場合は、この限りでない）
	

	
	(2)　手すりの端部付近に点字表記があるか
	

	
	(3)　回り段を設けていないか（構造上やむを得ない場合は、この限りでない）
	

	
	(4)　踏面の表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	(5)　色の明度差等により段を識別しやすいものであるか
	

	
	(6)　つまずきにくいものであるか
	

	
	(7)　両側に立ち上がり部を設けているか（側面が壁面の場合は、この限りでない）
	

	７　昇降機
	(1)　移動等円滑化された経路を構成するエレベーターを設けている場合
	

	
	　(a)　かご及び昇降路の出入口の有効幅は８０cm以上であるか
	

	
	(b)　かごの内法幅は１４０cm以上であるか（かごの出入口が複数あり、車いす使用者が円滑に乗降できる構造のもの（開閉するかごの出入口を音声により知らせる設備を設けているものに限る）は、この限りでない）
	

	
	　(c)　かごの内法奥行きは１３５cm以上であるか（かごの出入口が複数あり、車いす使用者が円滑に乗降できる構造のもの（開閉するかごの出入口を音声により知らせる設備を設けているものに限る）は、この限りでない）　
	

	
	　(d)　かご内に出入口を確認できる鏡があるか（かごの出入口が複数あり、車いす使用者が円滑に乗降できる構造のもの（開閉するかごの出入口を音声により知らせる設備を設けているものに限る）は、この限りでない）　
	

	
	　(e)　ガラス等のはめこみにより、かご外からかご内が視覚的に確認できる構造であるか
	

	
	　(f)　かご内に手すりを設けているか
	

	
	　(g)　開扉時間を延長する機能があるか
	

	
	(h)　かご内に停止予定階及び現在位置を表示する設備を設けているか
	

	
	　(i)　かご内に到着階及び戸の閉鎖を音声で知らせる設備を設けているか
	

	
	　(j)　かご内及び乗降ロビーに車いす使用者が円滑に操作できる操作盤を設けているか
	

	
	　(k)　かご内及び乗降ロビーに視覚障害者が円滑に操作できる操作盤（点字貼付等）を設けているか
	

	
	　(l)　乗降ロビーの有効幅は１５０cm以上であるか
	

	
	　(m)　乗降ロビーの有効奥行きは１５０cm以上であるか
	

	
	　(n)　乗降ロビーに到着するかごの昇降方向を音声で知らせる設備を設けているか（かご内の音声設備で代わる場合又は２つの階のみに停止するエレベーターである場合は、この限りでない）
	

	
	(2)　移動等円滑化された経路を構成するエスカレーターを設けている場合
	

	
	　(a)　上り専用・下り専用それぞれを設置しているか（旅客が同時に双方向に移動することがない場合は、この限りでない）
	

	
	　(b)　踏み段の表面及びくし板は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	　(c)　昇降口には３枚以上の踏み段が同一平面上にあるか
	

	
	　(d)　色の明度差等により踏み段相互の境界を識別しやすいものであるか
	

	
	　(e)　色の明度差等によりくし板と踏み段との境界を識別しやすいものであるか
	

	
	(f)　エスカレーターの上端及び下端部分に進入の可否が示されているか（上り・下り専用エスカレーターでない場合は、この限りでない）
	

	
	　(g)　有効幅は８０cm以上であるか
	

	
	　(h)　踏み段の面を車いす使用者が円滑に昇降するために必要な広さとすることができるか（複数のエスカレーターを隣接した位置に設けている場合は、１のみが適合していれば足りる）
	

	
	　(i)　車止めを設けているか（複数のエスカレーターを隣接した位置に設けている場合は、１のみが適合していれば足りる）
	

	８　便所
	(1)　便所の出入口付近に男子用及び女子用の区別（当該区別がある場合に限る）並びに便所の構造を示す点字による案内板その他の設備があるか
	

	
	(2)　床の表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	(3)　男子用小便器を設けている場合は、床置式小便器その他これに類するものを設けているか（１以上）
	

	
	(4)　(3)の小便器に手すりを設けているか
	

	
	(5)　１以上の便所（男女の区別がある場合はそれぞれ）内に車いす使用者等に配慮した構造を有する便房を設けているか、又は、１以上の便所を車いす使用者等に配慮した構造としているか
	

	
	(6)　１以上の便所内に車いす使用者等に配慮した構造を有する便房を設けている場合
	

	
	　(a)　移動等円滑化された経路と便所との通路（１以上）の有効幅は１４０cm以上（構造上やむを得ない場合は５０m以内ごとに車いすが転回できる場所を設けた上で１２０cm以上）であるか
	

	
	(b)　(a)の通路に戸を設けている場合は、有効幅は９０cm以上（構造上やむを得ない場合は８０cm以上）であるか、また、自動ドア等により車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	　(c)　(a)の通路には車いす使用者の通過に支障となる段がないか（構造上やむを得ない場合で傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	
	　(d)　便所の出入口の有効幅は８０cm以上であるか
	

	
	　(e)　便所の出入口には、車いす使用者の通過に支障となる段がないか（傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	
	　(f)　便所の出入口には、車いす使用者等に配慮した便房がある旨の表示があるか
	

	
	　(g)　便所の出入口に戸を設けている場合は、有効幅は８０cm以上であるか、また、車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	　(h)　便所は車いす使用者が円滑に利用できる広さを確保しているか
	

	
	　(i)　便房の出入口には、車いす使用者の通過に支障となる段がないか
	

	
	　(j)　便房の出入口には、この便房が車いす使用者等が円滑に利用できる構造であることを表示しているか
	

	
	　(k)　便房内に腰掛便座及び手すりを設けているか
	

	
	　(l)　便房内に障害者等が円滑に利用できる水洗器具を設けているか
	

	
	　(m)　便房の出入口の有効幅は８０cm以上であるか
	

	
	　(n)　便房の出入口に戸を設けている場合は、有効幅は８０cm以上であるか、また、車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	　(o)　便房は車いす使用者が円滑に利用できる広さを確保しているか
	

	
	(7)　１以上の便所を車いす使用者等に配慮した構造としている場合
	

	
	　(a)　移動等円滑化された経路と便所との通路（１以上）の有効幅は１４０cm以上（構造上やむを得ない場合は５０m以内ごとに車いすが転回できる場所を設けた上で１２０cm以上）であるか
	

	
	(b)　(a)の通路に戸を設けている場合は、有効幅は９０cm以上（構造上やむを得ない場合は８０cm以上）であるか、また、自動ドア等により車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	(c)　 (a)の通路には車いす使用者の通過に支障となる段がないか（構造上やむを得ない場合で傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	
	　(d)　便所の出入口の有効幅は８０cm以上であるか
	

	
	　(e)　便所の出入口には、車いす使用者の通過に支障となる段がないか（傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	
	　(f)　便所の出入口に戸を設けている場合は、有効幅は８０cm以上であるか、また、車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	　(g)　便所は車いす使用者等が円滑に利用できる広さを確保しているか
	

	
	　(h)　便所の出入口にこの便所が車いす使用者等が円滑に利用できる構造であることを表示しているか
	

	
	　(i)　腰掛便座及び手すりを設けているか
	

	
	　(j)　障害者等が円滑に利用できる水洗器具を設けているか
	

	
	(8)　１日当たりの平均乗降客数が５，０００人以上の鉄道駅に便所を設けている場合（１以上（男女の区別がある場合はそれぞれ）が次に掲げる基準を満たす）
	

	
	　(a)　乳幼児椅子等乳幼児を座らせることができる設備を設けた便房を設けているか（１以上）
	

	
	(b)　乳幼児ベッド等乳幼児のおむつ替えができる設備を設けているか（１以上）（他におむつ替えができる場所を設けている場合は、この限りでない）
	

	
	　(c)　(a)(b)の設備を設けた便房及び便所の出入口にその旨の表示があるか
	

	
	　(d)  視覚障害者が介助者と共に利用できるよう十分な広さを確保しているか
	

	
	　(e)　オストメイトの利用に配慮した設備を設けているか（努力義務）
	

	９　案内設備、案内表示
	(1)　運行情報を文字等で表示する設備及び音声で提供する設備を設けているか（技術上の理由等によりやむを得ない場合は、この限りでない）
	

	
	(2)　昇降機、便所、乗車券等販売所の付近には、これらの設備があることを示す標識を設けているか
	

	
	(3)　公共用通路に直接通ずる出入口等の付近に昇降機、便所、乗車券等販売所の配置を表示した案内板を設けているか（昇降機等の設備の配置が容易に視認できる場合は、この限りでない）
	

	
	(4)　公共用通路に直接通ずる出入口等の付近に公共交通機関の施設の構造及び昇降機、便所、乗車券等販売所の配置を表示した点字案内板その他の設備を設けているか
	

	１０　乗車券等販売所、待合所及び案内所
	(1)　乗車券等販売所を設けている場合（１以上が次に掲げる基準を満たす）
	

	
	(a)　移動等円滑化された経路と乗車券等販売所との通路（１以上）の有効幅は　１４０cm以上（構造上やむを得ない場合は５０m以内ごとに車いすが転回できる場所を設けた上で１２０cm以上）であるか
	

	
	(b)　(a)の通路に戸を設けている場合は、有効幅は９０cm以上（構造上やむを得ない場合は８０cm以上）であるか、また、自動ドア等により車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	(c)　(a)の通路には車いす使用者の通過に支障となる段がないか（構造上やむを得ない場合で傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	
	(d)　乗車券等販売所の出入口（１以上）の有効幅は８０cm以上であるか
	

	
	(e)　(d)の出入口に戸を設けている場合は、有効幅は８０cm以上であるか、また、車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	　(f)　(d)の出入口には車いす使用者の通過に支障となる段がないか（構造上やむを得ない場合で傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	
	　(g)　乗車券等販売所内にカウンターを設けている場合は、そのうち１以上は車いす使用者が円滑に利用できる構造であるか（常時勤務する者が容易にカウンター前で対応できる場合は、この限りでない）
	

	
	(2)　待合所を設けている場合（１以上が次に掲げる基準を満たす）
	

	
	　(a)　移動等円滑化された経路と待合所との通路（１以上）の有効幅は１４０cm以上（構造上やむを得ない場合は５０m以内ごとに車いすが転回できる場所を設けた上で１２０cm以上）であるか
	

	
	(b)　(a)の通路に戸を設けている場合は、有効幅は９０cm以上（構造上やむを得ない場合は８０cm以上）であるか、また、自動ドア等により車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	(c)　(a)の通路には車いす使用者の通過に支障となる段がないか（構造上やむを得ない場合で傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	
	(d)　待合所の出入口（１以上）の有効幅は８０cm以上であるか
	

	
	(e)　(d)の出入口に戸を設けている場合は、有効幅は８０cm以上であるか、また、車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	(f)　(d)の出入口には車いす使用者の通過に支障となる段がないか（構造上やむを得ない場合で傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	
	(g)　待合所内にカウンターを設けている場合は、そのうち１以上は車いす使用者が円滑に利用できる構造であるか（常時勤務する者が容易にカウンター前で対応できる場合は、この限りでない）
	

	
	(3)　案内所を設けている場合（１以上が次に掲げる基準を満たす）
	

	
	　(a)　移動等円滑化された経路と案内所との通路（１以上）の有効幅は１４０cm以上（構造上やむを得ない場合は５０m以内ごとに車いすが転回できる場所を設けた上で１２０cm以上）であるか
	

	
	　(b)　(a)の通路に戸を設けている場合は、有効幅は９０cm以上（構造上やむを得ない場合は８０cm以上）であるか、また、自動ドア等により車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	　(c)　(a)の通路には車いす使用者の通過に支障となる段がないか（構造上やむを得ない場合で傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	
	　(d)　案内所の出入口（１以上）の有効幅は８０cm以上であるか
	

	
	　(e)　(d)の出入口に戸を設けている場合は、有効幅は８０cm以上であるか、また、車いす使用者等が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	　(f)　(d)の出入口には車いす使用者の通過に支障となる段がないか（構造上やむを得ない場合で傾斜路を併設している場合は、この限りでない）
	

	
	(g)　案内所内にカウンターを設けている場合は、そのうち１以上は車いす使用者が円滑に利用できる構造であるか（常時勤務する者が容易にカウンター前で対応できる場合は、この限りでない）
	

	１１　券売機
	(1)　券売機を設けている場合は、そのうち１以上は障害者等が円滑に利用できる構造であるか（乗車券販売員が常時対応する窓口が設置されている場合は、この限りでない）
	

	１２　休憩設備
	(1)　障害者等の休憩の用に供する設備を設けているか（１以上）（旅客の円滑な流動に支障を及ぼすおそれのある場合は、この限りでない）
	

	１３　改札口
	(1)　鉄道駅において移動等円滑化された経路に改札口を設けている場合は、そのうち１以上の有効幅が８０cm以上であるか
	

	１４　鉄道駅のプラットホーム
	(1)　プラットホームの縁端と鉄道車両の旅客用乗降口の床面の縁端との間隔は、できる限り小さいものであるか（構造上の理由によりこの間隔が大きい場合は、旅客に対する警告設備を設けているか）
	

	
	(2)　プラットホームと鉄道車両の旅客用乗降口の床面とは、できる限り平らであるか
	

	
	(3)　プラットホームの縁端と鉄道車両の旅客用乗降口の床面との隙間・段差により車いす使用者の円滑な乗降に支障がある場合は、円滑な乗降のための設備を１以上備えているか（構造上の理由によりやむを得ない場合は、この限りでない）
	

	
	(4)　排水のための横断EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),勾)配は、１％標準であるか（構造上の理由によりやむを得ない場合はこの限りでなく、ホームドア等を設けている場合は適用しない）
	

	
	(5)　床の表面は、滑りにくい仕上げであるか
	

	
	(6)　ホームドア、可動式ホームさく、点状ブロック等その他の視覚障害者の転落を防止するための設備を設けているか
	

	
	(7)　プラットホームの線路側以外の端部に転落防止のためのさくを設けているか（旅客が転落するおそれのない場合は、この限りでない）
	

	
	(8)　列車の接近を文字等により警告する設備及び音声により警告する設備を設けているか（技術上の理由等によりやむを得ない場合はこの限りでなく、ホームドア等を設けている場合は適用しない）
	

	
	(9)　駅の適切な場所において、列車に設けられる車いすスペースに通ずる旅客用乗降口が停止するプラットホーム上の位置を表示しているか（この位置が一定しない場合は、この限りでない）
	

	１５　バスターミナルの乗降場
	(1)　床の表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	(2)　乗降場の縁端のうち、誘導車路その他の自動車の通行、停留又は駐車の用に供する場所に接する部分には、さく、点状ブロック等その他の視覚障害者の進入を防止する設備を設けているか
	

	
	(3)　乗降場に接して停留する自動車に車いす使用者が円滑に乗降できる構造であるか
	


	備考　「適否」の欄には、次により記載してください。

  ・整備基準に適合している場合→○
  ・整備基準に適合していない場合→×
  ・整備基準が該当しない場合→－


（道路）

整備項目表

         施設名称                                                                                 

	


         施設所在地
	

	整備項目
	整備基準
	適否

	１　歩道
	(1)　車道等と適切な方法で分離しているか
	

	
	(2)　有効幅員は２００ｃｍ以上であるか（現地の状況等により困難な箇所は、この限りでない）
	

	
	(3)　横断EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),勾)配は２％以下であるか
	

	
	(4)　縦断EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),勾)配は５％以下であるか（既存道路に歩道を敷設する場合や地形状況等によりやむを得ない場合は、この限りでない）
	

	
	(5)　横断歩道に接する場合等、歩道と車道等の段差は２cm標準であるか
	

	
	(6)　(5)の段差に接する歩道の部分には、車いす使用者が静止し、又は円滑に転回できる部分を設けているか
	

	
	(7)　路面は、平たんかつ滑りにくく水はけがよいか
	

	
	(8)　排水溝を設けている場合は、溝ぶたは車いすの車輪等が落ち込まない構造であるか
	

	
	(9)　視覚障害者誘導用ブロックを敷設している場合は、色は黄色（又は設置面との対比効果が発揮できるもの）であるか
	

	
	(10) 必要に応じ休憩に適するベンチ等を設けるよう努めているか
	

	２　立体横断施設
	(1)　階段、傾斜路及びその踊場に手すりを設けているか
	

	
	(2)　階段には回り段を設けていないか
	

	
	(3)　路面は平たんで滑りにくく、水はけの良い仕上げであるか
	

	
	(4)　段は識別しやすく、つまずきにくい構造であるか
	

	
	(5)　階段の上端・下端・踊場には、視覚障害者誘導用ブロックを敷設しているか
	


	備考　「適否」の欄には、次により記載してください。

  ・整備基準に適合している場合→○
  ・整備基準に適合していない場合→×
  ・整備基準が該当しない場合→－


（公園）

整備項目表

         施設名称                                                                                 

	


         施設所在地
	

	整備項目
	整備基準
	適否

	１　出入口
	(1)　出入口（１以上）
	

	
	(a)　有効幅員が１２０ｃm以上（車止めのさく等がある場合はさく等とさく等の間隔は９０cm以上）であるか
	

	
	(b)　段差がないか、段差がある場合は５％以下（構造上やむを得ない場合は８％以下）のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),勾)配ですりつけているか
	

	
	(c)　路面は平たんで、濡れても滑りにくい仕上げであるか
	

	
	　(d)　出入口が直接車道等に接する場合は、点状ブロック等により車道等との境界を明示しているか
	

	２　園路
	(1)　「１出入口」に通ずる主要な園路
	

	
	　(a)　有効幅員は１２０ｃｍ以上であるか
	

	
	(b)　縦断EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),勾)配は５％以下（高低差が１６cm以下の場合は１２％以下、高低差が７５cm以下の場合は８％以下）であるか
	

	
	(c)　３％以上の縦断EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),勾)配が３０ｍ以上続く場合は、延長３０ｍ以内ごとに１５０cm以上の水平部分を設けているか
	

	
	(d)　段差がないか、段差を生ずる場所は、５％以下（構造上やむを得ない場合は８％以下）のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),勾)配ですりつけているか（やむを得ず段差を残す場合は２ｃｍ以下）
	

	
	　(e)　階段を設けている場合は、傾斜路を併設しているか
	

	
	(f)　路面は平たんで、濡れても滑りにくい仕上げであるか
	

	
	　(g)　視覚障害者誘導用ブロックを園路の要所に敷設しているか
	

	
	(2)　園路に設ける傾斜路
	

	
	(a)　有効幅員は１２０ｃm以上であるか
	

	
	　(b)　傾斜路の始終点及び高低差７５cm以内ごとに長さ１５０ｃｍ以上の踊場を設けているか
	

	
	　(c)　手すりを設けているか
	

	
	(d)　両側に転落を防止するための措置が講じられているか
	

	
	(3)　排水溝を設けている場合は、溝ぶたは車いすの車輪等が落ち込まない構造であるか
	

	３　階段
	(1)　主要な動線上にある階段
	

	
	(a)　回り段を設けていないか
	

	
	(b)　有効幅員は１２０ｃm以上であるか
	

	
	(c)　階段の始終点及び高さ３００ｃｍ以内ごとに長さ１５０ｃm以上の踊場を設けているか
	

	
	(d)　手すりを連続して設けているか
	

	
	　(e)　表面は平たんで、濡れても滑りにくい仕上げであるか
	

	
	　(f)　路面は視覚障害者が識別しやすいものであり、つまずきにくい構造であるか
	

	
	(g)　昇り口、降り口の路面には、点状ブロック等を敷設しているか
	

	４　便所（街区公園を除く）
	(1)　便所を設けている場合は、車いす使用者用便房を設けているか（１以上）
	

	
	　(a)　出入口の幅は８０ｃｍ以上であるか
	

	
	　(b)　出入口に戸を設けている場合は、車いす使用者が容易に開閉して通過できる構造であるか
	

	
	　(c)　出入口に高低差がある場合は、傾斜路を併設しているか
	

	
	　(d)　腰掛便座、手すり等を適切に配置しているか
	

	
	　(e)　車いす使用者が円滑に利用できる十分な空間を確保しているか
	

	
	(2)　(1)の便房を設けてある便所の出入口付近にその旨の標識及び誰もが利用できる旨の表示があるか
	

	
	(3)　男子用小便器がある場合は、床置式等であるか（１以上）
	

	５　案内板
	(1)　案内表示を設けている場合は、障害者等が確実に目的の場所に到達できるよう配慮されたものであるか
	

	６　駐車場
	(1)　車いす使用者用駐車施設を設けているか
	

	
	　(a)　２００台以下２％以上、それを超えるとき１％＋２以上の数を設けているか
	

	
	　(b)　幅は３５０ｃｍ以上であるか
	

	
	　(c)　「２園路」に定める構造の園路に接続しやすい位置に設けているか
	

	
	　(d)　車いす使用者用駐車施設である旨表示しているか
	

	７　付帯設備
	(1)　ベンチ、水飲み場、券売機等は、障害者等に配慮された構造であるか
	


	備考　「適否」の欄には、次により記載してください。

  ・整備基準に適合している場合→○
  ・整備基準に適合していない場合→×
  ・整備基準が該当しない場合→－


（路外駐車場）

整備項目表

         施設名称                                                                                 

	


         施設所在地
	

	整備項目
	整備基準
	適否

	１　駐車場
	(1)  車いす使用者用駐車施設を設けているか
	

	
	(a)  ２００台以下２％以上、それを超えるとき１％＋２以上の数を設けているか
	

	
	(b)  幅は３５０ｃｍ以上であるか
	

	
	(c)  出入口に近い位置に設けているか
	

	
	(d)  車いす使用者用駐車施設である旨表示しているか
	

	２　出入口（自動車のみの利用に供するものを除く）
	(1)  出入口（１以上）
	

	
	　(a)  幅は９０cm以上であるか
	

	
	(b)  車いす使用者が通過する際に支障となる段がないか
	

	
	　(c)  路面は滑りにくい仕上げであるか
	

	３　駐車場内の通路
	(1)  駐車施設から出入口までの通路の構造は、障害者等に配慮したものであるか
	


	備考　「適否」の欄には、次により記載してください。

  ・整備基準に適合している場合→○
  ・整備基準に適合していない場合→×
  ・整備基準が該当しない場合→－


